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１．はじめに
　このような形で市町村職員の方が一堂に集
まり、いろいろ情報交換のできる場があると
いうのは、大変素晴らしい研修だと思います。
　それから、皆さんに事前にご回答いただい
たアンケートの結果を配付しています。本当
に事務的なアンケートですが、皆さんの役所
でどのような仕事をされているのかというこ
とが少しでも分かり、それがお互いのコミュ
ニケーションの材料になればということです
回答いただいた内容についても、私の話の中
で時々触れることがありますので、また自分
自身に置き換えてお考えいただけたらと思っ
ております。
　王寺町は、今の徴収体制もようやく少し落
ち着いてきたところですが、私が異動する以
前にも税務課の職員は非常に苦労されてきま
した。それで今の徴収体制があり、私もこう
いう立場でお話をすることができるわけです
が、自分の職場なり、自分の人生なり、個人
的なことなり、何か変化が起こるときには、
必ずその鍵となるキーマンが周りにおられる
と思います。王寺町の徴収率は平成17年から
大きく向上しましたが、そのときにも、うち
の徴収を何とかしなければいけないという強
い意識を持ったキーマンが、私の以前の上司
の中にいたわけです。今回、そういった影響
を与えた人の言葉をここで使わせていただき
ます。少し皆さんに失礼な言い方になるかも
しれませんが、何とかその辺を分かっていた
だきたいという私の思いもありますので、ご

容赦いただきたいと思います。

２．王寺町の概要
　王寺町は、奈良県の最も西の端に位置して
おり、大阪市まで電車で約20分という立地条
件から、大阪のベッドタウンとして近年大き
く発展してきました。新住民の方が非常に多
いので、新旧混在の町といえるのではないか
と思います。そういった事情もありまして、
財政的には住民税・固定資産税とも比較的安
定していますが、奈良県全体で見ると、39市
町村のうち７市町村が全国に19ある赤字市町
村に入っているということで、財政の逼迫し
た市町村が多いといえます。
　それから、どうしても奈良県の人は大阪志
向が強いというのでしょうか、ですので、奈
良県に住んでいる新住民に対して「奈良府
民」という言い方がよくされます。それほど
大阪に勤めている方が多いということですが、
言い方を変えると、要するに特別徴収がほと
んどですので、今まで大阪府に依存しすぎて
いて、自分のところでは徴収面についてあま
り手を入れていなかったところもあるのでは
ないかと思います。
　王寺町は人口が約２万2,000人ということ
で、今日来られている皆さんの中ではかなり
少ない方ではないかと思います。面積は7キ
ロ平米しかなく、山林がありますので、可住
地面積はさらにこの３分の２ほどしかありま
せん。
　町税の調定額は、国保税を除いた主に町民
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税や固定資産税などで約30億円になります。
税務課の体制としては、収税係が４名、プラ
ス管理職（係長級）が１人で、実際に動くの
は収税係の４名です。この４名で町税および
国民健康保険税の徴収を賄っていますが、収
税係は滞納整理だけを専門に扱っているわけ
ではなく、収納管理、要するに還付や口座振
替などの事務も担当しています。
　今日は国民健康保険担当の方も来られてい
ると聞いていますし、税務課で国民健康保険
の徴収をされている方もおられると思うので
すが、国保税は非常に厄介な税目で、所得が
何もなくてもかかってくる、住民票を置いて
いるだけでもかかってくるという形になって
いますので、王寺町においては仕事の６割ほ
どを国保税の徴収関係が占めているのではな
いかという気がします。特に国保税について
は課税と徴収が違うということがあると思い
ますので、課税課との連携が大切です。また、
異動が多く、資格管理が非常に複雑であるこ
とも、徴収の足を引っ張る原因の一つになっ
ているのではないかと感じています。

３．分権社会の職員像
　お手元に、「地方分権について」という、
「税務経理」という雑誌から一部抜粋したも
のをお配りしています。まず、１段目から２
段目にかけて、「次に、それに携わる人間の
質の低さである。明治以来の中央集権システ
ムに慣らされてきた地方は、自ら考えるとい
う習慣に乏しい。確かに国の指導の下、国か
ら与えられた仕事をこなすことの方がはるか
に楽である。自ら考え、自ら実行することは、
言うほど簡単ではない」というところに線を
引いてあります。要するに、国の指揮下とい
うことが書かれているのですが、まさに今、
住民の方は、私たち市町村職員をここに書か

れているような目で見ていると言っても過言
ではないと思います。「市町村はあくまで国
の出先機関ではないのか」とか、徴税部門に
対して「税務署が差押えをするのは分かるが、
なぜ役場がするのか」という声がよく聞かれ
るのは、住民の方がまさにこのような意識を
持っておられるからです。
　ですので、いろいろな財源を町で決めてい
く中で、地方交付税や補助金をしっかり取っ
ていくことが町の財政を潤していくのだとい
う見方があったために、自分で使う金を自分
で徴収するという徴収部門の人材については
全く重視されていなかったきらいがあるので
はないでしょうか。
　一番下の欄の「自分たちが自力で稼いだ金
で行政を運営するという意識が、無駄を省き、
質の向上を実現させるのである。これは住民
にとっても同じで、自分たちが住んでいる地
域に多くの税を払うという意識があれば、必
然的に地域を見る目が違ってくる。地域の民
主趣致の発展が促されると考える」というと
ころですが、これからは、自分たちの稼いだ
金でまちづくりをしていく、行政を動かして
いくという意識が働いていなければなりませ
ん。そうなってくれば、当然、無駄を省いて
いこう、いい仕事をしようという意識がそこ
で生まれてくるわけですから、職員の意識も
大きく変わっていきますし、そういう仕事を
していくことによって、住民の意識もその中
で変わっていくのではないかと思うわけです。

４．王寺町の徴収実績、不納欠損の状況
　一般税については、平成17年以降、現年分
も合計徴収率もすべて前年度より向上してい
ます。しかし、平成20年度は現年で99.7％と
いう徴収率になりましたので、100％までは
いかないものの、支払能力のある方につい
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てはほぼ納付していただいており、残りの
0.3％については執行停止にせざるを得ない
案件ではないかと分析しています。
　平成17年以降大きく変わったこととして、
現年度分中心の徴収になったことが挙げられ
ます。現年度分の徴収率をしっかり上げてい
こうと思えば、滞納繰越の徴収率は滞納額が
減ってくるごとに下がらざるを得ないのです
が、合計徴収率については向上していくとい
う形になるので、現年徴収率を上げていけば、
結果的に滞納繰越額の圧縮につながってくる
からです。詳しくはまた後ほど説明させてい
ただきます。
　合計徴収率を、王寺町、奈良県平均、全国
平均で比較すると、奈良県平均は非常に低く、
全国平均をかなり下回っています（47都道府
県中40位以下）。平成16年は、王寺町もその
奈良県平均を下回っていました。16年だけで
なく、15年はわずかに上ですが、それ以前は
奈良県平均を下回っていたというのが現状で
した。
　次に国保税ですが、これも平成17年以降は
向上しています。平成20年度は、後期高齢者
医療制度などの制度改正や景気後退などで全
国的に下がっていましたので、王寺町も、合
計徴収率、現年徴収率、滞納繰越徴収率とも
に若干下がっていますが、平成17年以降につ
いては、96％以上は絶対に堅持していかなけ
ればならないということがありました。なぜ
かというと、国保には調整交付金というもの
があり、徴収率が下がるとその交付金がもら
えない仕組みになっています。ですから、何
としても徴収率を上げていかなければならな
いということです。
　次に、一般税と国保税の滞納繰越額の推移
です。先ほど、滞納繰越の徴収率はそれほど
上げられないという話をしましたが、滞納繰

越額は着実に減ってきています。一般税につ
いては、平成17年まではどんどん増え続けて
いましたが、平成18年以降は減っています。
国保についても同じように減ってきています
ので、徴収率にかかわらず、滞納繰越額の圧
縮が目標として大事だと思います。
　一部から、平成17年度の徴収率が急に上
がったのは、不納欠損を多くして分母を小さ
くしたのではないかという声が聞かれます。
正直、平成16年度までは時効の欠損が非常に
多く、執行停止もあまりしていませんでした
が、平成17年以降は、適正な執行停止によっ
て全体の事務負担を軽減し、取れないものは
いつまでも不良債権にして持たないという形
に変わってきています。特に、平成18、19、
20年度は、時効欠損はゼロです。
　滞納繰越額と欠損額の相関図ですが、滞納
額の圧縮が進むと、その中に含まれる案件は
ほとんどが欠損案件になってきます。今後は、
現年度分優先の徴収によって滞納額を増やさ
ないことが大切です。滞納額は欠損案件が中
心になってくるのが理想的な形ではないかと
思っており、滞納整理がどんどん進んで滞納
繰越額が減ってくると、滞納額と欠損額がど
んどん近づいてくるという状況になるのでは
ないかと思います。

５．なぜ徴収率が向上したのか？
　これだけ徴収率が向上した要因として一つ
挙げられるのは、税源移譲により徴収に対す
る問題意識が顕在化してきたことです。それ
から、大口案件への目途と、増え続ける滞納
額への懸念があります。大口案件というのは
言い訳だとは思うのですが、その辺も徴収額
には関連してきています。
　当初、税務課長に対しては、主に副町長や
総務部長といったトップから「滞納繰越額を
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半分にしろ」という指示が常に出ていたので
すが、一向に進みませんでした。平成17年の
人事異動で新しく着任した課長にも同じよう
な命令を出したのですが、その命令の出し方
が、こちらとしては滞納処分をしたいのに、
それをせずに半分にしろというのです。滞納
処分をしようと思って財産調査をしようと机
でパソコンをいじっていると、「座っていな
いで、早く徴収しに行かないか。徴収しに行
かないと、滞納繰越なんて減らせるわけがな
い」いう言い方をされるわけです。新しい課
長は、それはおかしいだろうということで、
「こちらから滞納者のところに行くような滞
納整理の仕方では絶対に駄目ですよ。そんな
ことをしていたらいつまでたっても徴収率は
絶対に上がらないし、何人手があっても足り
ませんよ」といって直談判に行き、上の説得
に当たりました。
　もともと税務課長のポストというのは、定
年間際の人がそこで無事定年を迎えるという
安定ポストだったのですが、その新しい課長
は、その辺については全く違う考え方を持っ
ておられました。当時の人事配置について
も、以前、東京都の方が「2：6：2の原理」
をおっしゃっていたと思うのですが、徴収係
だけを見れば1：1：8という、とんでもない
部署でした。
　なぜ徴収率が上がらないのかという話を皆
さんとすると、上司があまり積極的ではない
とか、部長が、副町長が、トップがという話
をよく聞くのですが、せっかく今日は自分で
勉強しようという思いで集まっていただいて
いますので、帰ったら「自分は、これだけの
話を聞いて、こういうことをしなければなら
ない」ということを上司に伝えていただきた
いと思います。そして、自分自身も考え方を
もっと変えて、いい方向に向けていただきた

いと思います。
　私もその後、上司がだいぶ替わりまして、
中には非常に楽観視した上司がいましたが、
そういう上司とはけんか腰の議論をしてきま
した。少しでもその辺の問題を顕在化させ、
「こういう問題があるのですよ」「こうしな
ければ徴収率は上がらないのですよ」という
ことを常に上司に問い掛けていくような姿勢
を持たないと、上司やトップが替わって徴収
率が上がるということはなかなか難しいです。
ですので、皆さんにも、帰ったらぜひその辺
の議論をしていただきたいと思います。
　以前、王寺町を視察研修させてほしいとい
うことで、長野県のある温泉街の徴収の方が
３人ほど見えたことがあります。その方たち
は、「観光業が主な産業で、旅館がたくさん
あるけれども、その旅館の滞納が多くてたま
らない。旅館の滞納を何とかしたい。ただ、
当然旅館があるから温泉街が発達するわけで、
旅館に対しての差押えなどとんでもない」と
おっしゃいましたが、「それとこれとは違う
問題です。トップがストップをかけるという
ことですが、もっとトップに話を伝える努力
をあなた方がしてください。せっかく王寺町
に視察研修に来られたのですから、帰ってか
らもっと議論をしてください。このままだっ
たら村がどうなるか分かりますか」という話
をしました。まずそういう議論を持ち、冒頭
に申し上げたように、皆さんが今後徴収に向
けてキーマンになっていただきたいと思いま
す。

６．目標の設定
　皆さん経験されているので当たり前のこと
かと思いますが、やはり現年の方が徴収しや
すいので、まず、現年度分の徴収率を100％
にするという目標を立てました。例えば、現
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年度分が10万円の課税で、滞納分が100万円
ある方がいたとします。全部払えるならいい
のですが、多分100万円たまった人に110万円
を今から払ってくれと言っても難しいと思い
ますので、どちらかを優先するとすれば、現
年度の10万円をきっちり年度末までに支払っ
てくださいという交渉の仕方をするというこ
とです。
　中には古い方から払ってもらうという市町
村もあるかもしれませんが、そうすれば結局
新しい分がどんどん滞納繰越に回るだけなの
で、その辺は一部執行停止なども考えて、そ
の方が早く完納になるような、現年度分を
きっちり納めていただくような形になること
を考える必要があるかと思います。
　それから、年度当初の滞納繰越額を現年度
調定額の５％以下にすることを目標としまし
た。現年度分の徴収を95％にして、滞納分に
ついては５％でいいという考え方でいいと思
います。それを一つの目安にしました。
　また、滞納金額の圧縮と滞納者数の減少を
目標にしました。差押件数については目標と
しないということです。差押えは日常業務の
一つとして行うべきであって、特別にそれを
年間どれだけという目標にするのはナンセン
スではないかと思います。差押えは伝家の宝
刀でも何でもなく、あくまで法律にのっとっ
た事務手続きなので、それを目標として挙げ
るというのは、徴収の方向性を間違ってしま
う可能性があるのではないかと思います。
　最後に、時効欠損は絶対に駄目です。欠損
は、住民訴訟やマスコミ報道など、とにかく
徴収事務についてマイナスに働くことばかり
なので、取れないものは調査を踏まえて適切
に執行停止をしていくことによって欠損をし
たらいいだけのことであって、５年間放置し
ておくというのは怠慢です。その間に差押え

をするとか、承認による時効中断の手続きを
するなどして、時効欠損を出さないことを目
標として挙げました。
　滞納者数を減らすことを目標の一つとして
挙げましたが、平成17年５月末には滞納者数
が1277人、そのうち滞納処分対象者が789人
でした。これは何かというと、未接触者です。
会ってもいないし、分納もしていない、要す
るに何もしていないという方が789人もおら
れたのですが、平成20年５月末には滞納者数
が642人で、そのうち未接触者数に当たる方
が198人になりました。未接触者数だけを見
ると３分の１に減っているわけです。要する
に、３分の２については取れるのかどうかも
分からないまま放っておいた数になるので、
その判断をきっちりしていくことで、結果と
して滞納者数を減らしていくことにつながる
わけです。

７．町の悩み～徴収率が上がらない理由
　どのようにして徴収率を上げるのかを議論
していく中で、まず一つ問題点として挙げら
れたのが、住民との距離が近いので滞納処分
しにくい、徴収しにくいということです。そ
れから、専門的知識がない。異動もころころ
するし、覚えている暇がない。それから、自
分がちゃんと徴収しなければならないという
使命感があまりなかった。それから、究極的
には職員が少ない、これだけ手がなければ徴
収などやっていられない。そういう状況が議
論の中で挙げられたわけです。

８．徴税吏員の意識改革
　それに向けての克服策ですが、まずは意識
改革をしていかなければなりません。意識改
革する上で一番大事なのは、納期内納税者の
気持ちを考えた仕事をしていくということで
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す。例えば滞納者と分納折衝をする場合に、
納期内納税者がその折衝の仕方を見て納得し
てくださるかということを想像しながら折衝
するという考え方が必要ではないかと思いま
すので、まず、納期内納税者の気持ちを考え
た、期待に応えるような仕事をしていかなけ
ればならないという意識の改革がありました。
　それから、滞納者に早く納期内納税者に
なってもらうにはどうすればよいかを考える
ことです。滞納処分についても、早く完納に
なることが滞納者本人にとって一番有利なの
だという観点で、早く処分していくことを心
掛ける。例えば未接触の方には差押えを執行
し、それを一つの手段として折衝の場に立た
せることが大事ではないかと思います。
　それから、事務の簡略化、自分の仕事の中
に無駄がないかどうかということです。限ら
れた職員の中でいかに効率的に滞納整理を進
めるかということになってくると思いますが、
どこの自治体でも、特別扱いされている滞納
者や納税者がおられるのではないでしょうか。
毎年、年度末の３月に一括してその年度分を
払うから督促も催告も一切するなとか、毎月
１万円ずつ分納するから口座から落としてく
れとか、そういうわがままな方を個人的な付
き合いで特別扱いして、手間暇をかけて徴収
していないかどうか。基本的に例外は認めな
い、今回限りですよということを認めないと
いう姿勢を持っていくことが必要だと思いま
す。一つそういう例外を作ってしまうと、ど
んどんそれが広がっていきます。１人の職員
がそれを認めしまうと、ほかの職員も認めざ
るを得なくなるし、悪い前例になりかねませ
んので、そういうことは絶対しないというこ
とです。
　それから、人が少ないという中で言えば、
年間1,000時間を超える時間外をしていた職

員がいるのです。何でそんなに時間がかかる
のかと聞いたら、「督促状や催告書を送る人、
送らない人を分別するのにものすごく時間が
かかる。その分別したデータの足跡をまた機
械に残すなり何なりしていかなければいけな
いので、ものすごく時間がかかる」と言った
わけです。その辺は、いちいち抜き取り作業
をせずに一律に送るということでの効率化も
必要だと思います。
　次に、基本的に法律に書いてあるのは、督
促状を送りなさいということまでで、催告書
を送りなさいとか、家に行きなさいとは書い
ていません。では差押えをするのは誰なのか
ということですが、地方税法や国税徴収法は
「徴税吏員は」「徴収職員は」となっている
ので、差押えをするのは市町村長でも誰でも
なく、皆さん方です。徴税吏員の判断で差押
えをしていっていいのですから、差押えに当
たっていちいち決裁行為が必要なのかどうか
ということも一回見直していただきたいです
し、職場でそういう問題提起をされてみては
どうかと思います。いちいち決裁行為をする
ことによって、差押えする時機を逸しないか
ということです。
　それから、税の公平性とは何なのか。課税
を公平にしているのですから、それを100％
徴収する気がないと税の公平性は保たれない
わけで、その辺が本当の税の公平性というと
ころになってくると思います。
　それから、法律については明るくなければ
なりません。法律の勉強をしっかりしなけれ
ばなりませんが、あまり法律どおりにしなけ
ればならないと堅くなる必要はないと思いま
す。「訓示規定」についても、柔軟に対応し
たらいいのではないかと思っています。
　それから、悪質か悪質でないのかというと
ころで、支払う意思があるのか、生活状況や
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支払能力や財産に見合った滞納なのかどうか。
要するに、払わないのか、払えないのかの見
極めが必要ではないかと思います。

９．個人的対応から組織的対応へ
　王寺町のように小さい町ですと、ほかの課
で非常にお世話になった人が、実は税務課に
来たら滞納者だったという場合も多くありま
す。小さい市町村ほど住民との距離が近く、
滞納処分に踏み込めないという事情がありま
すが、特定の個人との感情を行政処分に持ち
込んでいいのかどうか。
　そこで、徴税吏員個々が意識を転換し、納
期内納税者の信頼を裏切らないために、組織
的な対応をしていかなければなりません。処
分などは職員一人一人が判断しているのでは
なく、町の判断や徴収対策会議での結論と位
置付けて納税者と接することにより、個人で
のやりにくさが少しは払拭できるのではない
かと思います。また、そういった観点から、
王寺町では地区別の担当制を廃止しました。
　近隣の町では、管理職が特別にチームを
作って徴収に乗り出したところもあります。
ただ、管理職の人というのは、私たちよりも
ずっと長く勤務されているわけで、地域のし
がらみも非常に多い管理職が固まって対応し
たところで、果たして滞納整理が進むのかど
うかは疑問だと思います。特に小さい町です
と、厳しい処分や組織的な対応をしていくこ
とによって、コミュニティーとして「納税を
しなければならない」という意識が大きく広
がっていくので、その辺も組織的に取り組ん
でいく上でのメリットかと思います。

10.「専門的知識がない」「職員が少ない」
ことへの対応策
　専門的知識がない、職員が少ないという問

題点に対しては、まず、徹底的な効率化を図
り、職員が少なくても対応できるような組織
にしていく必要があると思います。
　それから、先ほども少しお話ししたとおり、
現年度分を優先するという徴収方法ですので、
催告や差押えの対象者も現年度中心で行って
います。「まだ今年の分なのに」という声が
中からも外からも聞こえるのですが、その方
が滞納者となることを食い止めるためにも、
早く処分をしていくことが必要かと思います。
　次に、債権中心に徹底的に調査をする。滞
納処分をしていく中で、差押えをしたら会社
がつぶれるのではないかとか、生活に困られ
るのではないかと考えがちですが、まず早く
対応することが大事です。ほかの税務署や県
税事務所の先手をいく心構えで、早く対応す
るということでやっていけば間違いありませ
ん。
　臨戸については、集金であれば、どうして
もこちらからお願いするという形になってし
まうので公平性の面からも問題があり、基本
的には廃止すべきものであると思います。し
かし、財産調査のためや執行停止案件などの
臨戸であればOKではないかと思います。
　催告については、先ほど申し上げたように、
特別扱いなしに、一律的な事務を進めること
が大事だと思います。
　それから、文書催告→財産調査→差押→処
分の流れを止めないことです。文書催告して、
財産調査に行くまでにまた何回も催告するこ
とがよくありますが、催告を何回送っても、
入ってこないものは入ってこないのです。で
すので、催告については後でスケジュールも
お示ししますが、個別の催告はやめて、文書
催告→財産調査→差押→処分の流れを止めな
いことが大事だと思います。
　また、催告をして財産調査までしているに
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もかかわらず、差押えに行っていないという
ケースが時折見受けられるのですが、それは
一番いけないことだと思います。要するに、
調査貧乏です。そうではなく、調査をして見
つかったらすぐに押さえるという流れに持っ
ていかなければなりません。
　それから、徴収事務を進めていく中では、
費用対効果や時間対効果を考えて処分をして
いくことが必要だと思います。滞納処分の方
針として、当初から捜索や公売などとしてし
まうと、かなりの労力と時間を要してしまい
ます。特に王寺町のように４名程度の職員で
対応するとなると、少なくとも１名は当分の
間その事務につきっきりになってしまいます
ので、まず、ほかに債権等の調査漏れがない
かどうか、今後の納付のめどがないかどうか
十分に検討することが大事です。
　皆さんの市町村でも動産や不動産のイン
ターネット公売をされているところが多いと
思うのですが、最近気になる点があります。
丼茶碗や訳の分からない置物を二つ三つ、見
積価格100円、1,000円で出されているのは何
を目的にしているのか。それを売ったところ
で100円、1,000円しか入りませんし、例えば
それがパフォーマンス効果につながるのかど
うかも疑問に思うところがあります。普通の
納税者の方が自分の市町村のインターネット
公売で100円や1,000円のものが売られている
のを見て、どう思われるのかということを想
像していただきたいと思います。パフォーマ
ンス効果もあるとは思いますが、その辺も限
界がありますので、慎重にされた方がいいの
ではないでしょうか。
　それから、ノウハウの蓄積ということなの
ですが、誰かが教えてくれるとか、引き継ぎ
がないからノウハウがないなどという考え方
では駄目だと思います。やはり個人個人が

やってみなければ蓄積できないものがありま
す。お手元の資料に「税務経理」からの引用
を載せておきましたが、ノウハウは自分だけ
で持っておくのではなく、新しく来た職員に
伝えていくことによって、それがどんどん洗
練化されていきます。新しい職員は、それを
基に新しいノウハウの蓄積ができるわけです。
自分が知っているからほかの人は知らなくて
もいいというようなノウハウの蓄積の仕方は
ないと思いますし、それを聞いた人間も、自
分でいろいろやっていって、そのノウハウを
醸成させていくことが大事ではないかと思い
ます。人から聞いたことはどうしても忘れや
すいですが、自分で勉強したりやってみたり
したことは忘れないので、その辺をやってい
く必要があると思います。
　それから、マニュアルを置いていくとか、
マニュアルがないから分からないという話を
よく聞くのですが、私個人的には、マニュア
ルを文書で残して次の人に引き継いでいくと
いうことは必要ないと思っています。職場内
研修、OJTをきっちりすることによって、ノ
ウハウなり徴収職員の仕事の内容なりを別の
職員に伝えていくという姿勢でやってみると
いうことではないかと思っています。
　次に滞納システムですが、やはり業務の効
率化には非常に役に立ちます。特に、帳票の
発送履歴など、いろいろな履歴が分かるのが
一番いい点だと思います。
　次に納付環境の整備ですが、最近、コンビ
ニ収納や夜間・休日などの時間外窓口、クレ
ジットカードによる収納を導入している市町
村も多いと思います。このような手法によっ
て納付環境を整備していけば、一定の成果は
上がると思いますが、これを導入する目的は
何かということをはっきりさせておく必要が
あると思います。徴収率を上げることが目的
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なのか、住民サービスとして利便性を向上さ
せることが目的なのかということです。恐ら
く皆さんは、徴収率を上げることが目的だと
思われるかもしれませんが、コンビニ収納に
したら払うという方はごく一部だと思います。
払えるのに払わない人が、コンビニ収納にし
たり時間を拡大したことによってちゃんと払
える人になるのかどうかというあたりは疑問
があります。
　費用対効果も考えなければなりません。納
付書で銀行から入金される場合は、公金扱い
なので全く費用がかからないと思いますが、
時間外窓口であれば職員の手当が要ります
し、クレジットカードによる収納もコンビニ
収納も手数料が要ります。そういう手数料を
かけてまで滞納者に対して便宜を図ることが
必要なのかどうかということです。その際に
は、滞納者に金と時間をそこまで使ってもい
いのかどうかを考えていただいたらと思いま
す。未納分は、基本的には滞納処分によって
納めていただくのであり、納付環境を整備す
るということではないと思いますので、目的
意識をどう持っていくのかを明らかにしてお
いていただきたいと思います。
　最後に電話催告ですが、最近は電話番号が
分からないことが多いです。携帯電話の普及
もありますし、自宅の電話番号を把握しにく
いというような役所の環境もあるとは思うの
ですが、電話催告というのは、きっちり記録
を残しておかないと、言った・言わないのト
ラブルになりかねません。特に家の固定電話
ですと、出られた方が本人なのかどうかとい
う確認の仕方も難しいと思いますので、どれ
だけの効果が上がるのか。文書と違って、電
話で話をしていたら１人当たり５～10分はか
かりますので、その辺の時間対効果もいかが
なものかということがあります。

11．効率性～優先順位
　次に、効率性の中で、滞納者への滞納処分
の優先順位をどうしていくかです。１番目は、
現年度分から滞納整理を進めていき、高額課
税者をチェックするということです。王寺町
は固定資産税の１回目の納期が５月31日です
が、５月の初めに納付書を送るときに、課税
の方から高額納税者の一覧を私ども徴収の方
にもらいます。住民税についても、高額納税
者のリストをもらっています。そういう高額
課税者については、今後の要注意人物として
納入状況をチェックしていくという形です。
　２番目は、時効が近い案件です。５年時効
が迫っている案件であれば、時効の中断をか
けていかなければなりません。
　３番目は、滞納繰越額の多い滞納者です。
　４番目は、法人の滞納者（法人住民税、特
別徴収等）です。個人にかかっている税金で
すと、執行停止をかけたとしても、その方が
３年間飲まず食わずというのはなかなか難し
く、どこかで働いたり給料をもらう手だてを
考えたりしますので、３年の間に執行停止を
解除して取るということができるのですが、
法人の場合は、いったん傾きかけるとそのま
まつぶれてしまう場合が多いので、法人滞納
者の滞納が増えてきたら、すぐに滞納整理、
財産調査に取り掛からなければなりません。
　５番目は、固定資産所有の滞納者です。土
地を売ってしまわれる場合もあるので、早く
差押処分をしていく、任意売却を阻止すると
いうのも一つの手かと思います。
　６番目は、交付要求中の滞納者です。競売
で売れてしまえば別でほかの財産がないとい
う状況の方ですので、そういう方については
ほかの財産を探してすぐに滞納処分に持って
いくという形が必要だと思います。
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12．催告・滞納スケジュール、催告書の様式
　基本的に、対象になればすべて差押えしな
ければならないという規定になっているので
すが、現実にそれは不可能で、催告書を送る
ことによって払う意思があるのかどうかをふ
るいにかけていくことが大事だと思いますの
で、催告書の発行スケジュールを基に発送し
ていくことが必要です。
　催告は、税目にもよりますが、現年度分で
４回、プラス最終催告１回程度です。ただ、
最終勧告書を送る前でも、財産があるのに払
わない人についてはどんどん対処していくと
いう方法を採っています。過年度分について
は年２回程度送りますが、現年度分で払えな
い人ですから、過年度分を幾ら送っても反応
はあまりありません。そういう部分で、催告
についても現年度優先で送ることにしていま
す。
　本催告については、一斉催告ということで
バッチ処理で送っています。個別にすると、
何回も何回も同じ人に催告を送ってしまうと
いうことが出てくるので、個別の催告は極力
避けるようにしています。
　催告書の様式ですが、１回目は白地に赤、
２回目は黄色に青で「納税重要催告書」、３
回目がピンク色の用紙に「最終催告書」とい
うタイトルで、だんだん文面が厳しくなって
いきます。色を変えているのは、できるだけ
滞納者の目に留まって納税相談に来てほしい
という意味です。それを送る封筒も、最終催
告書は赤色、それ以外のものについては、抹
茶色、茶色、青というように色を変えていま
す。

13．債権の調査、差押
　預金調査については、基本的に一斉ばらま
きの普遍調査は避けています。規則上も、費

用面でも問題があると思いますので、引落口
座、確定申告書、登記簿などを参考にしてい
ます。王寺町で今やっているのは、児童手当
の振込先、水道代の引落口座、最近では定額
給付金の振込口座によって口座を特定して、
そこに照会をかけます。
　預金差押については、基本的には朝一番に
臨場して、入金されるであろうという日に計
画的に差押えをします。
　生命保険については、申告書の控除欄や預
金履歴から特定をしていきます。まず担保と
いう形で差押えをして、そこから完納があれ
ばその生命保険の差押えを解除する、私個人
的には生命保険の差押えが一番有効な手段だ
と思っていまして、よく使う手です。ただ、
本人通知ということで、本人に生命保険会社
から連絡が行く場合もあるのですが、それが
行かない場合がありまして、一回解約してし
まうと絶対に元に戻らないということもある
ので、本人への通知については書留等で必ず
分かるようにということも必要かと思います。
　不動産については、取りあえず押さえてい
きます。抵当権者からのアクションがあって、
本人から相談されるケースもあります。また、
任意売却の阻止の効果もあるということです。
　それから、過去の居住履歴ですね、古い資
料などを取りますと、過去の履歴が出てきま
すので、思いがけず相続された財産などが出
てくる場合もあります。その辺もしっかり
チェックする必要があります。

14．財産調査と滞納処分の進め方、分納に
ついて
　王寺町では、差押え財産の選択について優
先順位を付けています。給与、預金、生命保
険、不動産、自動車というように、相手に最
も反応してほしい、最も相談してほしい、分
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かってほしいというところから手を付けよう
という形です。
　平成20年度で300件近くの差押えをしてい
ますが、約８割は債権です。預金、生命保険、
所得税還付金などの債権を中心に差押えをし
ているということです。
　分納についてですが、分納は特別措置であ
り、あくまで滞納額を一括納付をしていただ
くことが交渉の第一歩だという姿勢が必要か
と思います。また、期限を切り、基本的に完
納までの目標は１年です。分納誓約について
は最大６カ月分とし、それ以降の分は６回の
支払いが終わった後にもう一回相談しましょ
うという形にしています。これも、基本的に
は現年も含めて、現年を優先させて１年間で
終わるという形に持っていきます。分納誓約
の不履行を減らしていこうと思えば、不動産、
生命保険などを担保にしておけば履行率は飛
躍的に上がります。
　それから、分納の進行管理ということで、
王寺町では２回の不履行で不履行通知（催告
書）を出します。不履行通知に対する反応は
かなり多いです。また、分納誓約書には「督
促状を発布しますのでご了承ください」とい
う文言を入れています。そのことによって後
で説明しやすくなります。それから、分納誓
約書には必ず署名を取って、履行承諾する形
を採っています。

15．重要！納税折衝
　納税折衝は、これから優良納税者、納期内
納税者となってもらうためにはどうすればい
いかを考えながら行います。
　払えない方については、滞納原因を徹底的
に追求します。その方の家計の状況を詳しく
聞いて、どこに滞納の原因があるのか。無理
な誓約を取っても、それが守られなければ何

の意味もありませんので、守れる誓約金額を
どうやって決めればいいのか。聞く項目を決
めておいて、職員間の差異をなくすという意
味でも、「所得財産の内容について」という
定型様式を使うようにしています。
　それから、何らかのトラブルなり、差押え
なり、催告なりに怒鳴ってこられた場合に
も、毅然と対応することが大切です。何回も
言いますが、怒鳴り込んでくる姿を納期内納
税者が見たらどう思うかということです。ま
た、何か間違って怒られているのではないか
と思われないようにしなければなりませんの
で、きっちり厳しく対応する必要があると思
います。
　それから、課税の説明はほどほどにしてお
くことです。一生懸命に課税の説明を聞いて、
「これは高すぎる」とかいろいろ言う方がお
られるのですが、それは引き伸ばし作戦の一
つですので、説明はほどほどにしておけばい
いと思います。何回説明しても同じ説明を求
めてくるような人については、説明責任はな
いので、「もうそれは説明しているでしょ
う」ということで対応していく必要があると
思います。
　最後に、上司との連携ということを書いて
います。窓口に来て、「上司を出せ」「課長
を出せ」「部長を出せ」と言う方がおられる
と思いますが、そういうときには、あくまで
自分があなたにとっての責任者であるという
ことを伝えて、最終的に上司に折衝の結果の
承認を得るという姿を滞納者に見せます。そ
れによって、私一人で判断しているのではな
く、上司も踏まえた判断をあなたに伝えてい
るのですよという姿も見せていく必要がある
と思います。これは、先ほど申し上げた組織
的な対応の基本となってくるところだと思い
ます。
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　先ほど述べた「所有財産の内容について」
という様式は、分納誓約の分納するための条
件としてこれを書きなさいという形で使って
いるのですが、滞納者自身に記入をさせ、そ
の方の収入と支出の状況を把握することに
よって、分納や徴収猶予の承認資料とします。
また、記入された以外の財産が見つかったと
きは、それについては自分の財産という認識
をされていない財産なので滞納処分をします
という形で説明をします。要するに、滞納原
因を追及するためにこのような様式を使うよ
うにしています。
　納税窓口は、カウンターにいすが三つほど
並んでいて、納税相談に来られた方は徴収係
のみんなから見える配置になっています。み
んなに見られるので、あまり下手な行動はで
きないということです。下手なことを言うと、
それがみんなに伝わってしまうので、相手に
とってもたくさんの目の届くところで対応し
ていくという部分が必要ではないかと思いま
す。また、カウンターで滞納者と話をして、
「こういう内容の話をしました」と上司に言
いに行く姿も滞納者にはずっと見えているの
で、ここの組織はみんなそういう判断をして
いるのだということが滞納者に意識付けでき
ます。
　ただ、徴収だけでなく、どこの部署でも全
部同じような配置になっています。住民の方
が来られたらすぐに出られるようにという意
味ですが、常にたくさん人の目に触れている
ということが大事なので、カウンター以外、
個室や間仕切りしたところでの対応は絶対に
しないようにしています。

16．徴収対策会議～進行管理の要～
　皆さんのところでもされていると思います
が、王寺町では毎月１回、大体月初めに、徴

収係が集まって徴収対策会議を開いています。
内容としては、滞納整理方針の策定。それか
ら、組織的な対応をしようと思えば、徴収係
がたとえ４人であろうとも、この４人が同じ
ような感覚で、同じような対応、同じような
意識の持ち方をしておかなければならないの
で、その辺の意思統一をします。そして、業
務の優先順位の確認等もしていきます。
　それから、進行管理は本来、係長がすべて
するという話もあるのですが、人事異動もあ
りますので、王寺町では、管理職かどうかは
関係なく、担当同志が相互に進行管理をして
います。このことについては後で詳しく説明
します。
　それから、執行停止案件の検討や事務分担
の見直しもします。引き継ぎで業務が分から
なくなったとか、トラブルになったというこ
とがよくありますので、係長も含めておのお
のの業務をローテーションして、誰が抜けて
もフォローができるようにしています。です
ので、差押えも財産調査も決まった職員では
なく、すべての職員が同じレベルでするとい
う形を取っています。
　資料管理の仕方としては、相互に進行管理
をしているので、財産調査資料や分納誓約書、
登記簿抄本などをまとめた滞納者ファイルを
棚にアイウエオ順に並べて、誰でも対応でき
る形で保存しています。個人で持ってしまう
と、時々それを塩漬けにしてしまう人がおら
れるので、絶対に個人では資料を持たないよ
うにしています。
　それから、先ほど担当は特に分けていない
という話をしたのですが、進行管理をしてい
く上ではある程度の担当の振り分けが必要な
ので、担当を決め、担当者ごとにエクセルで
進行管理の表を作っています。その表には、
滞納者の氏名、その方とは未接触なのか、分
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納なのか、不履行なのか、執行停止をされて
いるのか、滞納額、担保を取っているか、時
効中断をしているかといったことが書いてあ
り、それを共有ファイルにして誰でも見られ
るようにして、誰かに見られているのだとい
う意識を持たせる形にしています。
　この振り分けについては、地区別などの縦
割りではなく、いわゆる横割りという言い方
をしているのですが、全部の滞納者をアイウ
エオ順でランダムに分けています。それを6
月に組み替えて、もう一回配付し直すという
形にしています。この表をどう使っていくか
というと、担当者ごとに、その担当者に割り
当てられた滞納者数と、そのうち分納してい
る人、不履行になっている人、未接触の人、
執行停止の人、完納の人の人数を、毎月、対
策会議のときに出していきます。目標とする
べきものは何かというと、未接触の人の数を
年度末までにゼロに持っていくことです。で
すので、その人から取れるのか・取れないの
かという判断を年度内にしなさいということ
で、毎月、各人数を表にまとめて、未接触者
数をまずゼロにすることを目標に徴収対策会
議を進めているということです。

17．「滞納者を出さない」対策
　滞納者を出さない対策で大事なのは、「滞
納の『素人』を早く納期内納税者へ」、つま
り滞納者が玄人にならない間に納期内納税者
にしていくということです。その一つの手段
として広報紙を活用していますが、これはあ
くまで「滞納者を出さないために」というス
タンスで作っています。広報紙を見ていただ
いている方は、もちろん滞納者もおられます
が、ほとんどがきちんと納税している方なの
で、「許しません、滞納」「滞納したら差押
えします」というように一般の納税者を脅す

ような言葉は絶対に載せてはいけないことに
なっています。「もし何かあったら相談しに
来てください」「滞納したらこうなりますけ
れども、早く相談してください」という姿勢
で広報紙を作っています。

18．使命感が低いことへの対策
　最初に申し上げた問題点の一つ、「使命感
が低い」というところですが、給料を１割削
減するとか、ひどいところでは給料を３割
カットするという市町村もあるそうです。し
かし、私たちの給料は当然納税者からの税金
で賄われています。給料カットというのは、
きっちり徴収しなければ自分たちの給料が減
らされる、言い換えれば自分たちの給料で滞
納者の滞納額の穴埋めしているのと同じだと
いう意識を持つ必要があると思います。
　また、滞納者が怒鳴り込んでこられた場合
も、今までずっと会えなかった人が差押え等
の処分をしてようやく来ていただいていると
いうことです。役所というのは、大声で怒鳴
られたり暴れられたりすることを敬遠しがち
ですが、トラブルを起こすことが仕事をして
いることの裏付けでもあるので、どんどんト
ラブルを起こしていって、それを怖がらない
ような体制が必要です。
　それから、「払いたいのに払えない」と言
う滞納者には要注意です。本来、税の仕組み
上、その方の収入や財産を上回るような課税
はないので、どこに滞納の原因があるのかを
よく調べる必要があります。私が一番嫌なの
は、「借金を返さなければいけないから、税
金は払えない」と言われることです。自分の
都合で作った借金や住宅ローンを払うために
税金を払えないとは何事かという話です。例
えばそれが住宅ローンであれば、不動産の差
押え等の処分をせざるを得ないと思いますし、
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王寺町の税金があるから、ローン会社の社長
に言って返済額をもうちょっと何とかしてこ
いという形の交渉に持っていきます。
　サラ金になぜ一生懸命返すのかというと、
怖い人が家に来るからだとか、毎日電話がか
かってくるからだと言われるのですが、サラ
金業者が差押処分をすることはあまりないと
思います。ですので、「サラ金業者があなた
の職場に給与照会を送ってくることがありま
すか」「あなたの家を公売すると言ってこら
れたことがありますか」と言います。「（王
寺町だって）どっちみちそんなことはしない
だろう」と言われたら、実際にそのとおりに
すれば、やはり税金はちゃんと払わなければ
いけないという意識を持ってもらえると思い
ますので、そういうことでの意識を変えてい
く必要があるかと思います。

19．人事考課制度、人事方針
　王寺町では、すべての職員について人事考
課制度を導入しています。職員の「やる気」
の向上と人材育成を目標に、勤務成績を勤勉
手当や昇給に反映するという仕組みを採って
います。ですので、勤勉手当が基本の金額の
85％しかもらえない人もいれば、115％もら
える人もいます。昇給も、以前は少しでも毎
年必ず上がっていたのですが、今は全く上が
らない人もいれば、３年分ぐらいいっぺんに
上がる人もいます。その辺からやる気も出て
くるだろうということで、一生懸命仕事をし
た人が報われる仕組みができており、今は勤
勉手当が85～115％の間で加減されています
が、将来的にはこの幅がどんどん大きくなっ
ていくということを実際に行っています。
　それから、人事の方針ですが、基本的に総
人件費を減らしていかなければいけないとい
うのは、どこの市町村でも一緒だと思います。

ただ、ラスパイレス指数については、現在
94.1％なのですが、今後もっと上げていかな
ければいけないのではないかという方針です。
というのは、国家公務員を100としたときに
地方公務員が九十幾つしかもらっていないと
いうことは、国家公務員より仕事をしていな
いと言われているのと一緒です。でも、皆さ
んは国家公務員よりも絶対に仕事をされてい
るはずです。冒頭に地方分権の話もしました
が、今後、地方公務員はさらに仕事の幅が広
がってきますし、今まで国家公務員がしてき
た仕事を地方公務員がしなければならない分
野がたくさん出てきます。そう思えば、ラス
パイレス指数が100％を超えるのは当然では
ないかという考え方です。総人件費を減らし、
ラスパイレス指数を上げようとすれば、必然
的に少数精鋭主義の組織となっていきます。

20．徴収吏員の仕事とは
　徴税吏員は、いろいろな部門の中でも最も
勉強しなければならず、地方税法、国税徴収
法、滞調法、民法、刑法、訴訟法関係等、幅
広い法律を駆使する非常に難しい仕事です。
また、滞納者から文句を言われて、あまり気
持ちのいい仕事ではありません。ただ、住民
の生の声が聞こえるので、ぜひ一度は経験し
ておくと、これから公務員生活を送っていか
れる上で大きな肥やしになるに違いありませ
ん。私も、この徴収の仕事をして、今の市町
村の予算消化主義がいかに無駄なやり方かと
いうことがひしひしと分かりましたので、そ
ういう意識の転換もできると思います。それ
から、徴収率という数字に出てきますので、
仕事の成果がすべて数字に表されて評価され
る部門であると思います。
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21．不納欠損について
　冒頭、王寺町は時効欠損には絶対にしな
い、ここ３年ほどはゼロだと申し上げました。
放っておくから欠損になるのであって、きっ
ちり財産調査や所在調査をして適切な執行停
止をしておけば欠損など出てこないわけです
から、不納欠損については、なぜ5年も放置
していたのかということが問われると思いま
す。
　また、やはり欠損は多いよりも少ない方が
いいに決まっていますので、その方が分納に
なるのか、延納になるのか、取るのか、落と
すのかという適切な判断が求められると思い
ます。例えば、この滞納者は給料などはあま
りないけれども山をたくさん持っている、そ
の山に行くには道も何もないけれども、山を
持っているということは財産だから執行停止
できないという言葉をよく聞きます。しかし、
その山がかなり評価が低く、固定資産税がか
なり安い山であれば、そういうものについて
は、たとえ公売にかけて売ったところで多分
落札者はいないし、ただでも要らないという
ような全く価値がない土地なので、財産とし
て認めずに執行停止をしていくということで
いいのではないかという解釈を私はしていま
す。その辺はある程度見切りが必要ではない
かと思います。

22．延滞金の徴収について
　事前のアンケートでもほとんどの市町村が
延滞金を徴収しておられるということですが、
現年分、過年分にかかわらず、延滞金は徴収
する必要があると思います。
　減免については、「法に基づき適正に」行
いますが、王寺町では特に減免基準は作って
いません。というのは、基本的には徴収する
ことが前提で、地方税法に基づいた減免はし

ていますが、特に基準を作ってまでするべき
ものではないと考えているからです。
　延滞金については、極端な話をすれば、延
滞金を加算するまでに処分して払わせるよう
に持っていくぐらいの中でしていく必要があ
ります。遅れた分については、延滞金を取る
ことによって納期内納税者を増やすことがで
きますし、延滞金を取らなければいつ払って
もいい税金になってしまうので、延滞金は厳
正に取っていく必要があると思います。

23．市町村の利点
　市町村の利点として、情報が豊富というこ
とが挙げられます。住民課の住民基本台帳に
よる所在地調査、課税係での住民税・固定資
産税の課税状況調査、水道課での水道使用状
況による所在調査、あるいは福祉課と連携し
て児童手当の振込口座による取引口座の発見
など、所内調査だけでもかなりの情報を得る
ことができます。
　また、事務所が近いということで、滞納者
の生活状況も把握しやすい環境にあると思い
ます。例えば、今ちょうど確定申告を受け付
けているのですが、そこで滞納者と接触でき、
申告書をこちらで見て所得税還付金を押さえ
るとか、個人口座を調査することもできます
ので、そういった工夫もしています。

24．一元化への対応
　国税徴収法に基づく滞納処分が可能な債権
かどうかを検討する必要があります。それか
ら、定額給付金のときにも、定額給付金をも
らう権利と税金を払う義務のどちらを優先し
たらいいのかということがだいぶ議論になっ
たと思うのですが、支払いもしていないのに
権利だけ行使したいというのはちょっとナン
センスかと思いますので、そのあたりを考え



70 おおさか市町村職員研修研究センター

徴収力強化研究会講演録集

なければいけないのではないか。特に、税以
外の部分については、例えば保育料なら保育、
下水使用料なら下水の使用というように、物
の対価として徴収するものが多いと思います
ので、その権利とのバランスが必要ではない
かと思います。
　それから、今でも国民健康保険などは課が
違うということでなかなかうまく意見が合わ
ないということがありますが、一元化をすれ
ばその辺がたくさん出てきてしまうので、課
税担当との連携が大事です。
　それから、役所は一つという共通認識、自
分の給料はどこからもらっているのかという
意識を全員が持つ必要があるかと思います。
　一元化からは少し離れるのですが、アン
ケートの中で、給与支払報告書が１～２月に
各会社から送られてきたときに、「普通徴収
希望」「特徴不可」と書かれていた場合の取
り扱いについて、「普通徴収にする」という
回答が非常に多かったです。王寺町も普通徴
収にしていますが、地方税法上は「源泉徴収
をしている給料支払者は、特別徴収をしなけ
ればならない」という規定になっていますの
で、ここは何とか変えていって、もっと特別
徴収をする事業所を増やしていきたいと思っ
ています。
　「特徴不可」と書いてあっても、それを無
視して全部特別徴収で課税しているところが
あると聞いたことがあるのですが、それもあ
る程度の団体が固まってしないとなかなか難
しいところがあります。特別徴収だと年４回
で払わなければならない住民税が12回になる
ので納税者にとっても有利ですし、特徴にし
ても滞納があるのはあるのですが、普通徴収
に比べれば特徴にした方がずっと滞納が減る
はずなので、その辺の推進をしていきたいと
思っています。

25．まとめ
　今までの話を聞いていただいたら分かると
おり、徴税吏員の意識の持ち方によるところ
が非常に大きく、徴税吏員の資質や能力が問
われます。ですので、定期的な徴収対策会議
を行って、意識の高揚や、先ほどの進行管理
などを通しての徴税吏員間の意識の相互刺激
が大切だと思います。
　また、最初に申し上げました大きな命題で
ある納期内納税者になっていただくことによ
り、収税担当の事務的負担も減り、効率的な
業務が可能となると思います。
　それから、役所ですので、必ず人事異動か
あります。直接住民の方と接し、納税をして
いただく方の顔が見られるという経験は、公
務員としては一度はすべきだと思いますし、
それを経験することによって、公金、血税の
重みがひしひしと感じられる部署だと思いま
す。
　最後に一言申し上げたいのは、徴税吏員は
サラ金など金融業者の取り立てとは大きく違
うということです。返済が済んだらそれで終
わりとか、厳しい取り立てによって成果を上
げる部門ではありません。滞納者に納期内納
税者になっていただくためにはどうすればい
いのかという筋道を付けてあげることが徴税
吏員の仕事ですので、明らかに担税力がない
ような人から無理やり徴収することは慎まな
ければならないということを強く感じていま
す。
　時間が早いですが、以上で私の説明を終わ
らせていただきます。ご清聴ありがとうござ
いました。


